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土庄町創生人口ビジョン土庄町創生人口ビジョン土庄町創生人口ビジョン土庄町創生人口ビジョン 概要概要概要概要

■位置付け

土庄町における人口の現状を分析し、人口に関する住民の認識の共有を目指すとともに、今後、目指すべき将来の方向と人口の将来展望を提示する。

■対象期間

平成７２（２０６０）年まで

策定方針策定方針策定方針策定方針

■全般

戦後（1947年）の2万9千人をピークに減少傾向にあり、1980年では2万1千人、2010年では1万5千人まで減少している。また、年少人口（0～14歳）、生産年齢人

口（15～64歳）が減少傾向にある一方で、高齢人口（65歳以上）は増加傾向にある。

■自然動態

出生が年間90人程度で推移し、子ども（0～4歳）の人口は、1980年の1,508人から2010年の460人まで減少傾向が続いている。一方で、死亡は年間250人程度で

推移し、今後は人口構成が高齢化していくことで死亡数の高まりによって、自然動態は全体的に減少傾向にある。

■社会動態

転入が年間400人程度、転出は年間500人程度となっている。とりわけ、高校・大学卒業後、島外への進学・就職により、転出が転入に比べ大きく上回っている。

現状分析現状分析現状分析現状分析

■今後、現状のまま何ら対策を講じなかった場合、平成72(2060)年には、土庄町人口は、5,275人程度 にまで減少すると推計され、経済規模の縮小、社会保障費

の増加ひいては地域社会の衰退等が懸念される。

①社会動態を増加傾向へ転換 ⇒ 産業の育成等による雇用の創出、移住・定住促進など

②自然動態の減少傾向を抑制 ⇒ 安心して出産・子育てができる環境づくりなど

③人口減少社会に適応する ⇒ 行政サービスの充実、官民協働による地域活動促進、地域間連携の強化など

■こうした取組みにより、合計特殊出生率が平成７２（２０６０）年に2.07程度まで上昇するとともに、若者を中心とした社会動態の増加を図ることにより、平成32

（2020）年～平成52（2040）年に社会移動が微増し、その後も増加傾向が続くと、平成72（2060）年に10,74910,74910,74910,749人人人人になると推計される。

将来展望将来展望将来展望将来展望

人口減少を打破し、安心・安全・人口減少を打破し、安心・安全・人口減少を打破し、安心・安全・人口減少を打破し、安心・安全・安定安定安定安定ののののまちづくりにより、まちづくりにより、まちづくりにより、まちづくりにより、長期的視点で人口増社会を長期的視点で人口増社会を長期的視点で人口増社会を長期的視点で人口増社会を目指す目指す目指す目指す
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人口人口人口人口のののの推移推移推移推移とととと長期的な見通し長期的な見通し長期的な見通し長期的な見通し
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実績 推計

ケース1 社人研推計 ケース2 創生会議推計 ケース3 出生率=2040年2.07

ケース4 出生率=2040年2.07 ケース5 2060年総人口１万人程度

人口・人

合計特殊出生率が上昇した場合、

かつ、社会増減が均衡した場合

合計特殊出生率が上昇した場合

合計特殊出生率が上昇し、かつ、若者を中心とし

た社会増が続いた場合

推計実績
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土庄町創生総合戦略（土庄町創生総合戦略（土庄町創生総合戦略（土庄町創生総合戦略（平成平成平成平成２７２７２７２７年度～年度～年度～年度～３１３１３１３１年度の年度の年度の年度の５５５５カ年カ年カ年カ年）））） 概要概要概要概要

数値目標：Ｈ２７～Ｈ３１年数値目標：Ｈ２７～Ｈ３１年数値目標：Ｈ２７～Ｈ３１年数値目標：Ｈ２７～Ｈ３１年 転入者累計数転入者累計数転入者累計数転入者累計数⇒⇒⇒⇒ ２，５００人２，５００人２，５００人２，５００人

（１）（１）（１）（１）交流人口の増加による賑わいづくり交流人口の増加による賑わいづくり交流人口の増加による賑わいづくり交流人口の増加による賑わいづくり

ⅠⅠⅠⅠ．．．．観光の振興観光の振興観光の振興観光の振興

ＫＰＩ：Ｈ３１年ＫＰＩ：Ｈ３１年ＫＰＩ：Ｈ３１年ＫＰＩ：Ｈ３１年 観光客観光客観光客観光客⇒⇒⇒⇒ １，２００千人１，２００千人１，２００千人１，２００千人

地域資源等を活用した新たな魅力づくり、周遊性向上による観光利便

性強化、体験型観光の推進、インバウンドによる新たな需要創出

ⅡⅡⅡⅡ．．．．島外からの交流促進島外からの交流促進島外からの交流促進島外からの交流促進

ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度 大学等連携数大学等連携数大学等連携数大学等連携数⇒⇒⇒⇒ ３校３校３校３校（機関）（機関）（機関）（機関）

大学等学校との連携による交流創出、多様な滞在プログラムの充実、

交流拠点整備による交流人口の拡大

（（（（２２２２））））移住・定住の促進移住・定住の促進移住・定住の促進移住・定住の促進

ＫＰＩ：Ｈ２７～３１年度ＫＰＩ：Ｈ２７～３１年度ＫＰＩ：Ｈ２７～３１年度ＫＰＩ：Ｈ２７～３１年度 移住者累計数移住者累計数移住者累計数移住者累計数⇒⇒⇒⇒ １，０００人１，０００人１，０００人１，０００人

移住促進による流入人口の増加、定住促進による定着人口の増加

基本目標１基本目標１基本目標１基本目標１ 人の流を創る人の流を創る人の流を創る人の流を創る

数値目標：Ｈ３１年度数値目標：Ｈ３１年度数値目標：Ｈ３１年度数値目標：Ｈ３１年度 町内事業所従業者数町内事業所従業者数町内事業所従業者数町内事業所従業者数⇒⇒⇒⇒ ６，０００人６，０００人６，０００人６，０００人

（１）地場産業による安定した雇用（１）地場産業による安定した雇用（１）地場産業による安定した雇用（１）地場産業による安定した雇用

ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度 第１次産業従事者数第１次産業従事者数第１次産業従事者数第１次産業従事者数

認定農業者認定農業者認定農業者認定農業者⇒⇒⇒⇒ ３０人３０人３０人３０人、漁業経営体数、漁業経営体数、漁業経営体数、漁業経営体数⇒⇒⇒⇒ ２２０件２２０件２２０件２２０件

産業振興による生産性向上支援、農畜水産物の消費促進、担い手確保

（２）地域経済を牽引する新たな活力創出（２）地域経済を牽引する新たな活力創出（２）地域経済を牽引する新たな活力創出（２）地域経済を牽引する新たな活力創出

ＫＰＩ：平成３１年ＫＰＩ：平成３１年ＫＰＩ：平成３１年ＫＰＩ：平成３１年 土庄町商工土庄町商工土庄町商工土庄町商工会会会会会会会会員数員数員数員数⇒⇒⇒⇒ ５５０５５０５５０５５０事業所事業所事業所事業所

新たな雇用を生み出す企業誘致、地域経済を牽引する民間事業者支援

基本目標２基本目標２基本目標２基本目標２ 魅力ある産業を創る魅力ある産業を創る魅力ある産業を創る魅力ある産業を創る

数値目標数値目標数値目標数値目標：平成３１年度：平成３１年度：平成３１年度：平成３１年度 合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率⇒⇒⇒⇒ １．６３人１．６３人１．６３人１．６３人

（１）結婚から子育てまでの切れ目ない支援（１）結婚から子育てまでの切れ目ない支援（１）結婚から子育てまでの切れ目ない支援（１）結婚から子育てまでの切れ目ない支援

ＫＰＩＫＰＩＫＰＩＫＰＩ：Ｈ３１年度：Ｈ３１年度：Ｈ３１年度：Ｈ３１年度 子育て環境等満足度子育て環境等満足度子育て環境等満足度子育て環境等満足度⇒⇒⇒⇒ ６５％６５％６５％６５％

結婚支援、子育て支援、教育の充実、環境整備

（２）ワークライフバランスの推進（２）ワークライフバランスの推進（２）ワークライフバランスの推進（２）ワークライフバランスの推進

ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度 女性の育児休業取得率女性の育児休業取得率女性の育児休業取得率女性の育児休業取得率⇒⇒⇒⇒ ５０％５０％５０％５０％

意識改革、子育て支援（再掲）、働く女性の活躍推進

基本目標３基本目標３基本目標３基本目標３ 子育てを楽しめる環境を創る子育てを楽しめる環境を創る子育てを楽しめる環境を創る子育てを楽しめる環境を創る

数値目標：Ｈ２７～Ｈ３１年数値目標：Ｈ２７～Ｈ３１年数値目標：Ｈ２７～Ｈ３１年数値目標：Ｈ２７～Ｈ３１年 転出者数累計数転出者数累計数転出者数累計数転出者数累計数⇒⇒⇒⇒ ２，０００人２，０００人２，０００人２，０００人

（１）安心・安全・安定のまちづくり（１）安心・安全・安定のまちづくり（１）安心・安全・安定のまちづくり（１）安心・安全・安定のまちづくり

ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度 今後の定住意向今後の定住意向今後の定住意向今後の定住意向⇒⇒⇒⇒ ８０％８０％８０％８０％

医療体制の整備、高齢者の健康寿命延伸、安心できる生活基盤の整

備、官民協働の地域活動推進、まちづくりを担う人材確保

（２）既存ストックの有効活用（２）既存ストックの有効活用（２）既存ストックの有効活用（２）既存ストックの有効活用

ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度 町有遊休施設の利活用町有遊休施設の利活用町有遊休施設の利活用町有遊休施設の利活用⇒⇒⇒⇒ 全て全て全て全てを利活用を利活用を利活用を利活用

行政ストック及び民間ストックを活用した総合戦略の推進

（３）連携中枢都市圏による広域連携の推進（３）連携中枢都市圏による広域連携の推進（３）連携中枢都市圏による広域連携の推進（３）連携中枢都市圏による広域連携の推進

ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度ＫＰＩ：Ｈ３１年度 連携事業数連携事業数連携事業数連携事業数⇒⇒⇒⇒ ５５事業５５事業５５事業５５事業

各分野における連携強化

基本目標４基本目標４基本目標４基本目標４ 時代にあった住みやすいまちを創る時代にあった住みやすいまちを創る時代にあった住みやすいまちを創る時代にあった住みやすいまちを創る

平成７２（平成７２（平成７２（平成７２（2060）年に人口約１万人を維持するよう）年に人口約１万人を維持するよう）年に人口約１万人を維持するよう）年に人口約１万人を維持するよう

人口の社会増と自然減の抑制に努め、長期的視点で人口増社会人口の社会増と自然減の抑制に努め、長期的視点で人口増社会人口の社会増と自然減の抑制に努め、長期的視点で人口増社会人口の社会増と自然減の抑制に努め、長期的視点で人口増社会へのへのへのへの転換を目指す転換を目指す転換を目指す転換を目指す
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